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市 民 の ペ ー ジ

父母より：食べることが大好

きな風花ちゃん。たくさん遊

んで、たくさん食べて成長し

てね。

関せ
き
も
と元 

風ふ
う
か花

ち
ゃ
ん
（
新
庄
町
）

Ｒ
６
年
12
月
17
日
生
ま
れ

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・住所・生年月
日・性別・連絡先・お子さんへの
メッセージを添えて、経営戦略
課 ま た は 各 支 所
地 域 振 興 室 ま で
申 し 込 ん で く だ
さ い。郵送、メー
ル（promo@city. 
shobara.lg.jp）で
も受け付けます。メールアドレス

お子さんの写真を
載せてみませんか？

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

M
ミ ニ

INI S
ス ト ッ ク

TOCK 実行委員会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

学生の力で生み出す庄原の新たなにぎわい

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、地域共創課自治振興係（☎ 0824-73-1154）まで。

　私たちは、かつて庄原市で開催され、西日本最大級の野外
音楽フェスとして親しまれた「S

セ ッ ト

ET S
ス ト ッ ク

TOCK」のように、音楽で地
域が一つになれるイベントを庄原で再び実現したいという思いから、
活動を始めました。
　アルバイト先で地域の人から「SET STOCK があった頃は、まち
全体が活気にあふれていた」という話を何度も聞き、その熱気を学
生の力で取り戻したいと考え、「MINI STOCK」を立ち上げました。
この名前には、SET STOCK の思いを受け継ぎ、小さな一歩から新
たな歴史を築いていきたいという決意を込めています。
　第１回、第２回は、地域の皆さんや出演者の協力を得ながら開催し、
第３回では、これまでで最も充実したイベントを実現することができ
ました。私たちは、音楽イベントを開催することだけを目的としてい
るのではありません。音楽を通じて人と人をつなぎ、庄原を訪れる人
を増やし、地域に新たなにぎわいを生み出すことを目指しています。
　SET STOCK を知る世代には懐かしさを、若い世代には新たな思
い出を届けながら、将来は庄原を代表する音楽フェスへと成長させ
られるよう、これからも挑戦を続けていきます。

問い合わせ
MINI STOCK実行委員会

庄原中学校 比和中学校

永末小学校

「体力つくり編」躍動する子どもたち！躍動する子どもたち！

　永末小学校では、
児童一人一人が目標
を設定し、その達成
に向けて体力つくり
に取り組んでいます。
　秋の全校マラソン
記録会に向けては、

業間マラソンや体育の授業で本番のコースを走る
など、日々練習を重ねています。
　本番では、沿道からの声援を力に変え、苦しくて
も最後まで粘り強く走り抜きました。多くの児童が
練習時の記録を更新し、目標を達成する喜びを味
わいました。
　また、冬季体力つくりとして実施している「縄跳
び検定」では、検定日を２回設けることで、１回目
の記録を上回ろうと、練習時間以外にも自主的に練
習する姿が多く見られます。表彰式では、段位を取
得した児童が技を披露し、「はやぶさ」などの難しい
技に、「私も跳べるようになりたい」と憧れの声が上
がるなど、さらなる意欲向上につながっています。

　このコーナーでは、隔月で市立学校の取り組みや
児童生徒の活動の様子を紹介します。

教育指導課指導係☎ 0824-73-1184

大技に憧れのまなざしが集まる

（永末小学校）

中学生が小学生をリード

（比和中学校）

息の合った演技で伝統の「威
い ぶ き

舞希」を披露（庄原中学校）

　本年度の庄原中学
校体育祭は、「青

せいりゅう

龍」
と「朱

す ざ く

雀」の２団に分
かれ、各団長を中心に
勝利を目指して熱戦を
繰り広げました。
　６月７日の本番は、

途中から雨が降り始めたため午前中で中断し、午後の
種目は９日に延期。２日間にわたる開催となりました。
　予期せぬ中断や延期にも、生徒たちは気持ちを切
らすことなく競技に臨みました。特に３年生は、１日
目最後の種目となったダンス・集団行動を雨の中で最
後までやり抜き、その真剣な姿に会場は大きな拍手と
感動に包まれました。２日目も生徒たちの熱意は衰え
ることなく、一人一人が最後まで全力を尽くし、本校
伝統の踊り「威

い ぶ き

舞希」も無事に披露できました。
　困難を乗り越え、心を一つにして創り上げた体育祭。
この経験で深まった仲間との絆や、最後までやり抜く
力を胸に、次は合唱祭へ向けて歩みを進めます。

　「S
ス パ ー ク ル

PARKLE ～一生
懸命・やり切る～」
　これは、比和小学校・
中学校合同運動会に
向けて児童生徒が考え
たテーマです。
　「SPARKLE」には、

「きらめく」「輝く」「生き生きとする」という意味が
込められており、児童生徒は一人一人が輝く運動会
を目指して練習に励みました。
　その象徴となったのが、中学校で初めて取り組ん
だ応援合戦です。振り付けや隊形づくりなど、何もな
いところから試行錯誤を重ね、本番では迫力ある演技
を披露しました。全力で声を響かせ、一つ一つの動き
に思いを込めた姿に、目頭を押さえる観客の姿も見ら
れるほど、感動あふれる応援合戦となりました。
　生徒からは、「大変なこともたくさんあったけど、
楽しく、一人一人が輝いて、一生懸命やり切ること
ができた」との感想が聞かれました。

シリーズシリーズ

▲メール ▲ Instagram

　　　
●ネクサス庄原野球クラブスポーツ少年団

がんばれ！

　ネクサス庄原は、令和３年４月に創部した中学生の軟式野球チーム
です。現在は中学生 14 人が在籍し、庄原中学校やさくら球場などで、
週４回練習しています。
　７月 18 日・19 日に開催された広島県軟式野球連盟少年部主催の「夏
季大会」では、県大会でベスト４に進出しました。日頃の練習の成果
を発揮し、仲間と力を合わせて一戦一戦を戦いました。
　これからも仲間とともに野球
を楽しみながら、さらなる技術
の向上を目指し、地域に愛され、
必要とされるチームを目指して
活動していきます。

代表：石川賀浩
☎ 090-8994-3850
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９月１日（火）から10月31日（土）までは

「行政相談月間」 です「行政相談月間」 です
  　行政相談ってなに？

　あなたの毎日の暮らしの中で、行政（国・県・市）について「こんなことで困っている」「こうしてほしい」「相談先
や制度が分からない」などの相談に応じる制度です。

　行政相談制度の認知度向上のため、毎年9月と10月の２カ月間が行政相談月間となっています。

　庄原市では、総務大臣から委嘱を受けた７人の行政相談委員が相談を受け付けています。
　相談は無料で、秘密は固く守られますので、お気軽にご利用ください。

例）▪道路に横断歩道がなくて危ないので設置してほしい
　　▪困りごとがあるけど、どこに相談していいか分からない
　　▪行政の手続きがよく分からない

三三
み よ し

吉吉　　和和
か ず ひ ろ

宏宏

小小
お が さ わ ら

笠原笠原圭圭
け い じ

二二 井井
い の う え

上上　　清清
き よ の り

憲憲 若若
わ か ば や し

林林　　隆隆
た か し

志志 春春
は る た

田田　　正正
ま さ は る

治治

木木
き や ま

山山　　輝輝
て る お

雄雄 岩岩
い わ も と

本本　　光光
み つ お

雄雄
❶0824-72-4837
❷毎月第３木曜日
　13時～15時
❸庄原市ふれあいセンター
　☎0824-72-7120

❶自宅電話番号
❷９月以降の定例相談日
❸定例相談場所

❶0824-87-2304
❷９月25日・11月27日
　１月22日・３月26日
　９時30分～11時30分
❸口和保健福祉センター
　☎0824-89-2320

❶0824-86-2732
❷10月13日・12月８日
　２月９日
　13時～15時
❸高野支所
　☎0824-86-2115

※都合により、日程を変更する場合があります。
※定例相談日以外にも相談できます。事前に行政相談委員へご連絡ください。

総務省行政相談センターきくみみ広島（中国四国管区行政評価局）
広島市中区上八丁堀6-30　☎082-222-1100

❶0824-74-6838
❷10月６日・12月１日
　２月２日
　13時30分～15時30分
❸比和自治振興センター
　☎0824-85-2600

❶0824-88-2303
❷毎月第２水曜日
　９時～11時
❸総領保健福祉センター
　☎0824-88-3063

❶0824-82-2869
❷10月15日・12月17日
　２月18日
　13時30分～15時30分
❸西城自治振興センター
　☎0824-82-2175

❶08477-5-0422
❷９月17日・10月15日
　11月19日・12月17日
　１月21日・３月18日
　13時30分～15時30分
❸東城支所
　☎08477-2-5121

  　総務省でも行政相談を受け付けています

私たち私たち

行政相談委員が行政相談委員が

ご相談をご相談を

お受けします！お受けします！

【地域】

庄原
【地域】

西城
【地域】

東城

【地域】

総領
【地域】

比和
【地域】

高野
【地域】

口和
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～芸備線再構築協議会で取り組む実証事業と再構築方針～～芸備線再構築協議会で取り組む実証事業と再構築方針～
地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171

ひとひとととひと まちひと まちととまちまちををつなぐ芸備線つなぐ芸備線

　７月 16 日、第７回芸備線再構築協議会が広島市で開催されました。　７月 16 日、第７回芸備線再構築協議会が広島市で開催されました。
　今回は、実証事業 AB や再構築方針作成などに関する調査事業などの実施状況が報告され、最適な交通モード　今回は、実証事業 AB や再構築方針作成などに関する調査事業などの実施状況が報告され、最適な交通モード
の判断に当たっての論点整理について協議が行われました。の判断に当たっての論点整理について協議が行われました。

■令和８年度 芸備線再構築方針作成等に関する調査事業（方針作成等調査事業）実施状況
 ⇒実証事業ABに関する調査事業について報告されました。（A：JR、B：バス）

実証事業Aを補完するデータ収集
JR臨時列車　休日日中増便の結果

地域経済効果の比較検討
実証事業Aを恒久化した場合の費用と効果

実証事業Bを補完するデータ収集
平日バス調査（１便当たりの平均乗車
人数）の結果

実証事業Bを補完するデータ収集
平日バス調査（高校生モニター）の意見

実証事業Aを補完するデータ収集
二次交通調査の結果

実証事業の最新情報はこちら

（市ホームページ）

調査結果・資料はこちら

（中国運輸局ホームページ）

　８月３日から、実証事業B・バス
（平日）のダイヤを改定しています。

　詳しくは市ホームページをご覧

ください。

ご
提
案
は
こ
ち
ら
か
ら
→

市民と市長をつなぐ提案箱

子どもたちのより良い学びのために
 〜庄原市立学校のあり方の検討〜

経営戦略課シティプロモーション係☎0824-73-1159

教育総務課総務係☎0824-73-1182

　

庄
原
市
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
、
ま
た
、
市
政
や
ま
ち
づ
く
り

の
参
考
と
す
る
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
ご
提
案
を
伺
う

「
市
民
と
市
長
を
つ
な
ぐ
提
案
箱
」

を
市
役
所
本
庁
舎
お
よ
び
各
支
所

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
４
月
か
ら
７
月
の

間
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
17
件

の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
提
案

は
、
全
て
「
市
長
」
が
自
ら
読
ま

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
提
案
に
つ
い
て

は
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
が
、

本
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
提
案
の
一
部

を
抜
粋
し
て
、
報
告
し
ま
す
。　

寄
せ
ら
れ
た
提
案
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す

現
在
、
市
内
在

住
の
高
校
生
の

半
数
以
上
は
、
本
市
か
ら
離
れ
て
進

学
や
就
職
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

若
手
労
働
者
の
確
保
は
、
本
市

に
と
っ
て
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
校
卒
業
後

に
市
内
企
業
で
就
職
す
る
生
徒
に

は
、
市
か
ら
の
就
職
祝
金
を
30
万

円
支
給
す
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

本
市
に
就
職
す
る
事
に
よ
っ

て
、
人
口
減
少
の
軽
減
、
税
収
の

上
昇
、
さ
ら
に
は
結
婚
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

30
万
円
な
ん
て
す
ぐ
に
回
収
で

き
ま
す
し
、
企
業
も
若
手
労
働
者

の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
。

市
と
し
て
も
、
卒

業
し
た
生
徒
の

多
く
が
市
外
に
進
学
や
就
職
を
し

て
い
る
現
状
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
、
庄
原
の
魅
力
を

再
認
識
し
、
誇
り
と
愛
着
を
高
め

る
こ
と
を
目
指
す
「
庄
原
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
推
進
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
将
来
的
に
子
ど
も

た
ち
の
地
元
就
職
や
Ｕ
タ
ー
ン
就

職
に
も
つ
な
が
る
施
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
提
案
は
、
関
係
課

と
共
有
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
、
こ
ん
な
提
案
も
…

▪
市
内
タ
ク
シ
ー
の
利
用
環
境
に

　

つ
い
て

▪
な
み
か
・
ほ
ろ
か
に
よ
る
市
窓

　

口
支
払
へ
の
対
応

▪
里
山
の
駅
庄
原
ふ
ら
り
の
イ
ベ

　

ン
ト
（
マ
ル
シ
ェ
な
ど
）
に
つ
い
て

▪
川
北
川
の
活
用
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
少
子
化
に
伴
う
学

校
の
小
規
模
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
速

な
発
展
や
価
値
観
の
多
様
化
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
社
会
も
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
が
将
来
求
め
ら
れ
る
資

質
・
能
力
を
育
み
、
生
き
生
き
と

学
べ
る
環
境
を
作
る
た
め
、
市
教

育
委
員
会
で
は
、
市
立
学
校
の
あ

り
方
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

検
討
し
て
い
く
事
項

　
「
子
ど
も
た
ち
が
学
び
た
い
、

保
護
者
が
学
ば
せ
た
い
学
校
」
を

基
本
に
、
目
指
す
学
校
の
姿
や
、

そ
れ
を
実

現
す
る
た

め
に
必
要

な
教
育
環

境
を
考
え
、

「
庄
原
市
立

学
校
の
あ

り
方
の
基

本
方
針
」
を

ま
と
め
て

い
き
ま
す
。

検
討
の
進
め
方

　

教
育
関
係
者
や
保
護
者
な
ど
で

構
成
す
る
「
庄
原
市
立
学
校
の
あ

り
方
を
考
え
る
会
」
と
の
意
見
交

換
を
行
う
ほ
か
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の

関
係
団
体
や
地
域
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
・
説
明
会
を
開
催
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
幅
広
く
ご
意
見
を
伺

う
予
定
で
す
。

庄
原
市
立
学
校
の
あ
り
方
を

考
え
る
会

　

７
月
27
日
に
第
１
回
目
、
８
月

27
日
に
第
２
回
目
の
会
議
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
、
お
お
む
ね
全

５
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

会
議
は
公
開
を
基
本
と
し
て
お

り
、
開
催
状
況
や
意
見
交
換
の
内

容
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

提 

案

 

市
長

区分 平成17年度
（合併時）

令和８年度
（現状）

令和14年度
（将来推計）

小学校 2,009人 1,188人 786人
中学校 1,154人 695人 560人

合計 3,163人 1,883人 1,346人

■児童生徒数の推移
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庄原市行政経営改革審議会の答申
～令和８年度から５年間の取り組みを提示～

最高裁判決を踏まえた
生活保護費の追加給付を行います

窓口手続きがもっと便利に
～リモート窓口・電子申請サービス試行開始～

庄原市敬老会事業
～９月 15 日は老人の日～

行政経営改革課行政経営改革係☎0824-73-1112社会福祉課生活福祉係☎0824-73-1166

行政経営改革課DX推進係☎0824-73-1112高齢者福祉課高齢者福祉係☎0824-73-1143

　

７
月
７
日
、
市
は
庄
原
市
行
政

経
営
改
革
審
議
会
か
ら
、
市
長
が

諮
問
し
た
行
政
経
営
改
革
に
関
す

る
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

答
申
の
内
容

　

社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化

や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
本
市

の
自
治
体
運
営
は
大
変
厳
し
い
局

面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
乗

り
越
え
る
た
め
、
新
た
な
視
点
と

発
想
で
目
標
を
設
定
し
、
業
務
執

行
体
制
の
見
直
し
や
財
政
健
全
化

な
ど
の
行
政
経
営
改
革
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、答
申
で
は
、

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
の

５
年
間
の
取
り
組
み
の
柱
が
次
の

と
お
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
新
た
な
手
法
の
導
入
な
ど　

　
に
よ
る
事
務
事
業
の
改
善 

　

Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
進
技
術
で
業
務

　

平
成
25
年
に
国
が
実
施
し
た
生

活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
６
月
に
最
高
裁
判

決
で
「
デ
フ
レ
調
整
に
係
る
厚
生

労
働
大
臣
の
判
断
の
過
程
お
よ
び

手
続
き
に
は
過
誤
、
欠
落
が
あ
っ

た
」
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
判
決
を
踏
ま
え
、
国
は
新

た
な
水
準
を
示
し
、
そ
の
差
額
を

追
加
給
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
国
の
対
応

方
針
を
受
け
、
追
加
給
付
を
実
施

し
ま
す
。

追
加
給
付
の
概
要

対
象
世
帯

　

平
成
25
年
８
月
か
ら
平
成
30
年

９
月
ま
で
の
間
に
、
本
市
で
生
活

保
護
を
受
給
し
て
い
た
世
帯
が
対

象
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
10
月
か
ら
令

和
８
年
３
月
ま
で
の
間
に
生
活
保

護
を
受
給
し
た
こ
と
が
あ
る
世
帯

の
う
ち
、
世
帯
員
が
一
定
期
間
、

入
院
・
入
所
し
て
い
た
世
帯
や
、

毎
年
12
月
に
支
給
さ
れ
る
期
末
一

時
扶
助
費
が
算
定
さ
れ
て
い
た
世

帯
な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

支
給
金
額

　

受
給
期
間
や
世
帯
状
況
、
追
加

給
付
の
対
象
と
な
る
各
種
加
算
の

を
効
率
化
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
ま
す
。

②
多
様
な
主
体
と
の
　
　
　
　

　
連
携
の
強
化

　

自
治
振
興
区
や
他
自
治
体
、
民

間
団
体
と
連
携
し
、
地
域
課
題
の

解
決
を
図
り
ま
す
。

③
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
　
　
　

　
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
徹
底

　

施
設
を
集
約
し
、
事
業
の
優
先

順
位
を
つ
け
て
効
率
化
を
進
め
ま

す
。
一
方
で
、
本
当
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
は
充
実
さ
せ
ま
す
。

④
持
続
可
能
な
業
務
執
行
体
制

　
の
構
築

　

各
支
所
の
機
能
を
改
編
し
ま

す
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
人
数
で
も

安
定
し
て
業
務
が
で
き
る
体
制
を

作
り
ま
す
。

⑤
財
政
資
源
の
最
適
配
分

　

収
入
の
確
保
と
支
出
の
見
直
し

に
よ
り
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
答
申
の
内
容
を

尊
重
し
、
令
和
８
年
９
月
に
「
第

３
期
庄
原
市
行
政
経
営
改
革
大

綱
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
今

後
着
実
に
改
革
を
実
行
し
て
い
き

ま
す
。

　

答
申
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

認
定
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

手
続
き

【
現
受
給
世
帯
】

　

手
続
き
不
要
で
す
。
支
給
額
、

支
給
予
定
日
な
ど
を
記
載
し
た
決

定
通
知
書
を
既
に
送
付
し
て
い
ま

す
。

【
廃
止
世
帯
】

　

廃
止
世
帯
に
つ
い
て
は
、
申
出

書
お
よ
び
添
付
書
類
を
社
会
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
出
書
は
社
会
福
祉
課
で
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

添
付
書
類

受
給
当
時
の
全
世
帯
員
の
戸
籍
謄

本
の
写
し
、
申
出
者
の
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）、
本
人
名
義

の
預
貯
金
通
帳
の
写
し
な
ど

申
出
書
提
出
期
限

令
和
９
年
７
月
31
日

問
い
合
わ
せ

最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
た
保
護
費

の
追
加
給
付
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
１
７
９
‐
４
４
５

※
個
別
の
支
給
金
額
に
つ
い
て
は

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
も
ス
タ
ー
ト
！

　

９
月
か
ら
、
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
の
試
行
を
開
始
し
ま
す
。
各
種

手
続
き
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
24
時
間
い
つ
で
も
申

請
で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
手
続
き
や
利
用
方

法
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
９
月
の
老
人
保
健
福

祉
月
間
に
合
わ
せ
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
活
動
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
皆
さ
ん
へ
の

感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
地
域
で
支
え
合
う
機
運
を
高

め
る
た
め
、「
敬
老
祝
金
支
給
事

業
」
と
「
敬
老
会
補
助
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

敬
老
祝
金
支
給
事
業

　

１
０
０
歳
と
い
う
大
き
な
節
目

を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
長
寿
を

祝
い
、敬
老
の
意
を
表
す
る
た
め
、

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

９
月
15
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
大
正
15
年
４
月
１
日
か
ら

昭
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

※
対
象
者
に
は
、
８
月
上
旬
頃
に

個
別
で
通
知
し
て
い
ま
す
。（
施

設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、
施
設

を
通
じ
て
通
知
し
ま
す
。）

支
給
額

３
万
円

リ
モ
ー
ト
窓
口

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
窓
口
の
試
行
運
用
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

支
所
か
ら
ビ
デ
オ
通
話
で
本
庁

の
職
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

　

予
約
制
で
、
都
合
の
良
い
時
間

帯
を
選
べ
ま
す
。
対
象
と
な
る
業

務
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
予
約
は
担
当
課
ま
た
は
各
支
所

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

敬
老
会
補
助
事
業

　

自
治
会
や
地
域
団
体
な
ど
が
開

催
す
る
敬
老
会
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

　

敬
老
会
は
、
高
齢
者
の
長
寿
を

祝
う
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と
の

交
流
を
深
め
、
地
域
福
祉
の
増
進

を
図
る
大
切
な
機
会
で
す
。
補
助

金
は
、
敬
老
会
の
開
催
に
必
要
な

経
費
な
ど
に
活
用
で
き
ま
す
。

対
象
者

敬
老
会
事
業
を
主
催
す
る
自
治
会

な
ど
の
団
体

交
付
額

75
歳
以
上
の
高
齢
者
数
（
12
月
末

現
在
）
に
１
人
当
た
り
１
２
２
０
円

を
乗
じ
た
金
額

申
請
期
限

敬
老
会
事
業
実
施
日
の
前
日
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の

敬
老
会
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書

※
申
請
書
は
高
齢
者
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲澤
さ わ

俊
と し は る

晴会長（右）から八
や た が い

谷恭
きょうすけ

介市長（左）へ
　答申書を手渡し

相談場所 対象業務 担当課

 西城支所
 ※しあわせ館を除く
 東城支所
 口和支所
 高野支所

生活保護関係
※西城支所を除く

社会福祉課
☎0824-73-1166

消費生活相談
※東城支所を除く

地域共創課
（消費生活相談員）

☎0824-73-1154

市税相談 税務収納課
☎ 0824-73-1146

農業振興課業務 農業振興課
☎0824-73-1131

林務関係業務 林業振興課
☎ 0824-73-1124

日本型支払い
交付金事業

農林整備課
☎0824-73-1136
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　林業振興課林業振興係☎0824-73-1124
　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　

テ
ゴ
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
佐
々
木
で
す
。

　

稲
刈
り
が
始
ま
っ
て
い
る
今
、

来
年
の
作
物
を
鳥
獣
被
害
か
ら

守
る
た
め
の
、
稲
刈
り
後
の
田

ん
ぼ
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

収
穫
後
も
被
害
対
策
の　
　
　

継
続
を
！

　

稲
刈
り
後
に
も
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
作
業
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
稲
刈
り
後
に
伸
び
て

く
る
「
ひ
こ
ば
え
」
の
対
策
で
す
。

　　

ひ
こ
ば
え
は
、
野
生
鳥
獣
に

と
っ
て
と
て
も
美
味
し
く
、
栄

養
価
が
高
い
魅
力
的
な
餌
に
な

る
た
め
、
餌
付

い
て
し
ま
う

と
、
翌
年
も
被

害
に
遭
う
可
能

性
が
高
く
な
っ

て
し
ま
い
ま

す
。

ひ
こ
ば
え
の
対
策
方
法

　

ひ
こ
ば
え
が
伸

び
な
い
よ
う
に
、

稲
刈
り
後
に
秋
起

こ
し
（
秋
に
田
畑

を
耕
す
作
業
）
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

秋
起
こ
し
を
し
な
い
場
合
は
、

稲
刈
り
後
も
侵
入
防
止
柵
を
そ
の

ま
ま
維
持
し
ま
す
。電
気
柵
で
は
、

24
時
間
通
電
を
維
持
す
る
の
が
理

想
で
す
。

　

電
気
柵
に
通
電
し
な
い
場
合
は
、

柵
線
を
撤
去
し
て
、
田
植
え
前
に

再
度
張
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
通
電

し
て
い
な
い
電
気
柵
に
野
生
鳥
獣
が

慣
れ
、「
電
気
柵
は
怖
く
な
い
」
と

学
習
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
な
ど
の
場

合
は
、
柵
沿
い
の
草
刈
り
と
破
損

や
隙
間
が
な
い
か
点
検
し
、
破
損

し
た
箇
所
は
補
修
し
ま
す
。
ま
た
、

作
物
が
な
く
て
も
柵
の
出
入
り
口

を
閉
じ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
農
地
の
状
況
に
応
じ

た
方
法
で
、
来
年
に
向
け
た
対
策

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
！

　　てごーす日誌 in 庄原　水稲被害を食い止めよう！不定期不定期

連載中連載中

　

特
殊
詐
欺
対
策
ア
プ
リ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
を
呼
び
か
け
る
、
不
審

な
メ
ー
ル
が
他
県
で
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た

リ
ン
ク
か
ら
、
不
審
な
サ
イ
ト
へ

誘
導
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

特
殊
詐
欺
対
策
ア
プ
リ
を
か
た
る

不
審
な
メ
ー
ル
に
ご
注
意

　

現
在
、
携
帯
電
話
機
に
掛
か
っ

て
く
る
国
際
電
話
な
ど
へ
の
対
策

と
し
て
、
警
察
庁
は
「
詐
欺
対
策 

ｂ
ｙ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」

と
「
詐
欺
バ
ス
タ
ー L

ite

」
の

２
つ
の
特
殊
詐
欺
対
策
ア
プ
リ
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
警
察
庁
は
こ
れ
ら
の
ア

プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
呼
び
掛
け

る
メ
ー
ル
を
発
信
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た

「
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち

ら
」な
ど
の
リ
ン
ク
を
押
す
と
、「
接

続
で
き
ま
せ
ん
」
と
表
示
さ
れ
た

り
、
通
販
サ
イ
ト
へ
の
サ
イ
ン
イ

ン
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る
事
例
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

警
察
庁
を
名
乗
る
メ
ー
ル
で

あ
っ
て
も
、
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
求
め
る
内
容
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
「
お
か
し
い
」
と
考
え

て
く
だ
さ
い
。

　
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
場
合

は
、
リ
ン
ク
を
押
し
た
り
、
記
載
さ

れ
た
連
絡
先
に
電
話
し
た
り
せ
ず
、

メ
ー
ル
を
削
除
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
庭
で
、
い
の
ち
や
性
に
関
す

る
子
ど
も
か
ら
の
質
問
に
、「
答
え

に
く
い
」「
ど
う
答
え
た
ら
良
い
の

だ
ろ
う
？
」
と
戸
惑
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

ご
家
庭
で
話
を
す
る
際
の　

ポ
イ
ン
ト

　
「
あ
な
た
は
家
族
に
と
っ
て
大

切
な
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え
ま

し
ょ
う
。
自
分
が
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
る
と
、
子
ど
も
の
安

心
感
が
増
し
ま
す
。

　

答
え
が
分
か
ら
な
い
時
は
、
一
緒

に
考
え
た
り
調
べ
た
り
す
る
姿
勢

を
持
つ
と
良
い
で
し
ょ
う
。
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
自
分

の
身
を
守
る
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
時
に
役

立
つ
本
を
紹
介
し
ま
す
。

幼
児
向
け

▪
だ
い
じ　

だ
い
じ　

ど
ー
こ
だ
？

（
大
泉
書
店
）

▪
性
の
絵
本
（K

A
D

O
K

A
W

A

）

小
学
校
低
学
年
か
ら

▪
サ
ッ
コ
先
生
と
！
か
ら
だ
こ
こ

ろ
研
究
所　

小
学
生
と
考
え
る

「
性
っ
て
な
に
？
」（
リ
ト
ル
モ
ア
）

保
護
者
向
け

▪
マ
ン
ガ
で
わ
か
る　

思
春
期
の

わ
が
子
と
話
し
た
い
性
の
こ
と

（
新
星
出
版
社
）

　

ま
た
、ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
で
は
、

小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
「
い

の
ち
の
学
習
」「
性
に
つ
い
て
」

の
講
座
や
出
前
ト
ー
ク
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
い
の
ち
の

尊
さ
を
学
び
、
性
の
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
る

こ
と
、
自
分
や

他
者
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て

い
る
講
座
で
す
。

　

受
講
し
た
子
ど
も
か
ら
は
「
自

分
が
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
は
奇
跡

だ
と
分
か
っ
た
」「
性
に
つ
い
て

知
る
こ
と
は
、
自
分
や
相
手
を
大

切
に
す
る
た
め
に
も
必
要
だ
と
分

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
が
生
ま

れ
た
時
や
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
の
こ

と
、
思
春
期
の
体
の
変
化
に
関
心

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
と

い
の
ち
や
性
に
つ
い
て
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
応
援
課
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
係

☎
０
８
２
４
‐
７
３
‐
０
０
５
１

ご家庭で「いのちや性」について
話してみませんか

ほのぼのネット☎0824-73-0051

庄原警察署からのお知らせ

庄原警察署☎0824-72-0110

散髪して
すっきりしました！

▲ひこばえを食べに来た鹿の群れ ▲ひこばえ

宝くじの助成金で地域活動に必要な備品を整備
コミュニティ助成事業で地域づくり（一般コミュニティ助成事業）

地域共創課自治振興係☎0824-73-1154
　

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

が
、宝
く
じ
を
財
源
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
採
択
を

受
け
、備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
と
そ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、一

実施団体名 整備備品 事業実施の成果 上段：助成金
下段：事業費

上川西自治会

エアコン、掃除機
（上川西上集会所はエ
アコン２台、掃除機１
台、上川西下集会所は
エアコン、掃除機各１
台）

高齢者をはじめとする会員が、健康
で安全に施設を利用できる環境が
整えられた。
また、コミュニティ活動がさらに活
性化し、地域の一体感の醸成や連帯
意識の高揚が図られるとともに、高
齢者が集うサロンなどを安全に実
施できる環境が整った。

1,000,000円
1,033,000円

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
う
事
業
で
、地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
整
備
し

た
備
品
に
は
「
宝
く
じ
」の
マ
ー

ク
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
）

▼整備された備品（一部）

▶
実
際
の
不
審
メ
ー
ル

リンクを押さない！＆電話しない！
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経営戦略課シティプロモーション係  ☎ 0824-73-1159●市内のイベントやまちの話題をお届けします。Camera ReportCamera Report
カメラレポート

全国の舞台へ挑戦する選手を激励
全国大会等出場者壮行式（夏季）

生涯
学習課

防災意識への高まりを感じる 目指せ昆虫博士！
　竹地谷自治会老人部防災教室・7/25 　昆虫採集・標本づくり教室・7/30№4 №3

▲昆虫標本を慎重に作成する参加者▲防災アプリの活用方法を学ぶ参加者

　竹
た け ち だ に

地谷自治会では、口和自治振興区の清
し み ず

水孝
た か き よ

清区長
と防災担当地域マネージャーの福

ふ く だ

田豊
と よ あ き

明さんを講師に
迎え、防災教室を開催しました。
　竹地谷地域は、防災マップ上で住宅の多くが危険箇
所に立地している一方で、市に大雨警報が発表されて
も地域では雨があまり降っていないことがあり、避難
するべきか判断しにくいことが課題となっています。
　教室では、雨雲の動きや降雨量などを確認できる「防
災アプリ」の活用方法を学びました。遠方に住む家族も
アプリを登録し、地域の状況を共有することで避難を支
援してもらう方法も紹介され、参加者からは「防災への
意識が高まった」との声が聞かれました。

　比和自然科学博物館で、公開講座「昆虫採集・標本
づくり教室」が行われ、市内外の小学生など 42 人が
参加しました。
　午前中は、昆虫採集のポイントや注意事項について
説明を受けた後、博物館周辺で昆虫を採集しました。
例年より昆虫の数は少なかったものの、チョウやカマ
キリ、バッタなどを楽しそうに探し、採集しました。
　午後からは、捕まえた昆虫の標本づくりに挑戦。昆
虫の羽や足を傷つけないよう、一つ一つの作業に真剣
に取り組みました。
　参加者からは「大きな昆虫を捕まえられてよかった」

「素晴らしい標本ができた」と喜びの声が聞かれました。

歴史のロマンと地元の味を満喫！食生活に気をつけよう！
　帝釈峡 夏！ウォークと時悠館で歴史体験・7/25　減塩みそ汁と野菜 350g 体験・7/2 ～ 3 №1№2

▲みそ汁の試飲を行う推進員と健診受診者 ▲永明寺の説明を受ける参加者

　帝釈自治振興区主催の「夏
サマー

！ウォークと時
じ ゆ う か ん

悠館で歴
史体験」が上帝釈で開催され、市内外から約 70 人が
参加しました。
　国の史跡に指定されている寄

よ せ く ら い わ か げ い せ き

倉岩陰遺跡や永
え い み ょ う じ

明寺な
どを歩いて巡り、職員による専門的で分かりやすい解
説に、参加者は足を止め、熱心に耳を傾けていました。
　昼食は、新鮮な地元野菜をふんだんに使ったバイキ
ング形式の料理と、野菜たっぷりのカレーが振る舞わ
れ、参加者は地元の味を堪能しました。
　参加者は「お昼ご飯のカレーがとても美味しく、歩
いた疲れが吹き飛んだ」「歴史の勉強にもなり、来年
もぜひ参加したい」と笑顔で話しました。

　東城自治振興センターで、集団健診の受診者を対象
に、東城町健康づくり推進員による減塩みそ汁の試飲
と、１日に必要な野菜摂取量の啓発が行われ、２日間
で 84 人が来場しました。
　来場者は、いりこのだしと野菜の甘みを生かした減
塩みそ汁を味わい、市販のみそ汁と比べて、おいしく
減塩できることを体験しました。また、１日に必要な
野菜摂取量 350 ｇをフードモデルで確認し、普段の
摂取量と比較しました。
　来場者からは、「普段から塩分を控えめにしている
が、こんなに野菜を摂れていない」といった声が聞か
れ、日頃の食生活を見直すきっかけとなりました。壮行式に参加した皆さん

　

７
月
21
日
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

ホ
ー
ル
で
、
全
国
大
会
な
ど
へ
出
場
す
る

人
を
対
象
に
、壮
行
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
壮
行
式
は
、
個
人
34
人
が

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
八や

た
が
い谷
恭き

ょ
う
す
け介
市
長
と
桂け

い
と
う藤

和か
ず
お夫
市
議
会
議
長
が
激
励
の
挨
拶
を
行

い
、
牧ま

き
は
ら原
明あ

き
と人
教
育
長
か
ら
出
場
者
一
人

一
人
に
祝
金
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
場
者
を
代
表
し
て
、
令
和
８

年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会 

第
53
回
全

日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
出

場
す
る
小お

の野
颯そ

う
す
け佑
さ
ん
が
力
強
い
決
意
表

明
を
述
べ
、
大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し

た
。

■
出
場
者
（
敬
称
略
）

第
50
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

あ
き
た
総
文
２
０
２
６

（
７
月
28
日
～
30
日
／
秋
田
県
秋
田
市
）

写
真
部
門

小お

だ田　

歩あ
ゆ
み美
（
庄
原
格
致
高
３
年
）

香か
が
わ川　
　

凛り
ん

（
庄
原
格
致
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手

権
大
会　

 M
iss Dance Drill Team

 
Japan Com

petition 

２
０
２
６

（
７
月
24
日
～
26
日
／
東
京
都
渋
谷
区
）

HIPHOP

男
女
混
成
部
門Sm

all

編
成
・

HIPHOP

女
子
部
門Sm

all

編
成

新し
ん
も
と本　

聖き
よ
ら來
（
創
志
学
園
高
３
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大
会

三
笠
宮
賜
牌　

第
73
回
全
国
高
等　

学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

（
７
月
23
日
～
26
日
／
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡

那
智
勝
浦
町
）

男
子
個
人
対
抗
戦
65
㎏
級

内う
つ
み海　

鼓こ
て
つ鉄
（
三
次
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

陸
上
競
技
大
会

秩
父
宮
賜
杯　

第
79
回
全
国
高
等
学

校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

（
７
月
30
日
～
８
月
５
日
／
滋
賀
県
彦
根
市
）

男
子
走
高
跳

黑く
ろ
な
が永　

拓た
く
み海
（
沼
田
高
３
年
）

男
子
や
り
投
げ

杠ゆ
ず
り　

航こ
う
た
ろ
う

太
朗
（
弓
削
商
船
高
３
年
）

女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

児こ
だ
ま玉　

結ゆ
い
か香
（
沼
田
高
２
年
）

女
子
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

松ま
つ
お尾
怜れ

い

さ

衣
紗
（
広
島
皆
実
高
２
年
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会　
　

空
手
道
競
技
大
会

第
53
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道
選
手

権
大
会

（
８
月
６
日
～
９
日
／
兵
庫
県
姫
路
市
）

女
子
団
体
組
手

矢や
ぶ
き吹　

緋あ
か
ね音
（
広
島
国
際
学
院
高
２
年
）

第
53
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
８
月
４
日
～
８
日
／
神
奈
川
県
平
塚
市
）

谷た
に
も
と本　
　

健た
け
る（
広
島
み
ら
い
創
生
高
３
年
）

第
64
回
全
国
高
等
学
校　
　
　
　
　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会

（
８
月
１
日
～
４
日
／
安
芸
太
田
町
）

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
競
技
（
女
子
）

栗く
り
も
と本　

ら
ら
（
西
城
紫
水
高
２
年
）

第
４
回
全
日
本
高
校
生
ス
ポ
ー
ツ　

射
撃
競
技
選
手
権
大
会

（
８
月
１
日
～
４
日
／
安
芸
太
田
町
）

ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
立
射
競
技
（
女
子
）

大お
お
も
り森
衣え

り

こ

里
子
（
西
城
紫
水
高
１
年
）

第
26
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道　

選
手
権
大
会

（
８
月
13
日
～
15
日
／
東
京
都
調
布
市
）

小
学
６
年
生
女
子
組
手

祐す
け
む
ね宗　

さ
ち
（
板
橋
小
６
年
）

小
学
４
年
生
男
子
組
手

矢や
ぶ
き吹　

菜な
つ
き月
（
板
橋
小
４
年
）

小
学
３
年
生
男
子
組
手

香か
が
わ川　

駿し
ゅ
ん
か夏
（
庄
原
小
３
年
）

小
学
１
年
生
女
子
組
手

三み
か
み上　

蓮れ

な夏
（
板
橋
小
１
年
）

矢や
ぶ
き吹　

彩あ
や
は羽
（
板
橋
小
１
年
）

日
本
女
子
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権
競
技

（
８
月
26
日
～
28
日
／
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖

斐
川
町
）

山や
ま
お
か岡　

瑠る

い生
（
関
西
福
祉
大
２
年
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
２
６　
石
川
大
会

（
９
月
12
日
／
石
川
県
金
沢
市
）

空
手
道
競
技　
男
子
組
手
１
部

加か
と
う藤　

貢こ
う
い
ち一

第
80
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
８
月
29
日
～
30
日
／
青
森
県
十
和
田
市
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
公
開
競
技
）

倉く
ら
う
え上　

義よ
し
ひ
こ彦

中な
か
は
ら原　
　

巧
た
く
み

全
日
本
少
年
少
女
武
道
（
銃
剣
道
）　

錬
成
大
会

（
８
月
５
日
／
東
京
都
千
代
田
区
）

団
体
試
合
錬
成
（
中
学
生
）

個
人
試
合
錬
成
（
中
学
３
年
生
）

細ほ
そ
か
わ川　

椋り
ょ
う
た汰
（
東
城
中
小
３
年
）

田た
な
べ邉　

宇う

み海
（
東
城
中
小
３
年
）

団
体
試
合
錬
成
（
中
学
生
） 

個
人
試
合
錬
成
（
中
学
１
年
生
）

宇う

え惠　

桔き
っ
ぺ
い平
（
東
城
中
１
年
）

田た
な
べ邉　

空そ

ら宙
（
東
城
中
１
年
）

木き
し
た下　
　

健た
け
る

（
東
城
中
１
年
）

長は

せ谷　

琉り
ゅ
う
せ
い星
（
東
城
中
１
年
）
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平和への願いを未来へつなぐ
令和８年度戦没者追悼式並びに平和祈念式典

風を切り、高原を駆ける
第27 回ひろしまクロスカントリー大会

ラジオ体操で爽やかな一日のスタート
2026 年度夏季巡回ラジオ体操・みんなの体操会

建設会社と技術者の施工能力を評価
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰

社会
福祉課

生涯
学習課

生涯
学習課

管財課
ゴールを目指して駆け抜ける選手たち

みんなで元気にラジオ体操！

式辞を述べる八谷市長

朝日を浴びて心地よい汗を流す参加者

献花する参列者

前列左から
㈱加島建設 代表取締役 加島俊次さん、㈱大歳組 専務取締役 　
京本憲幸さん、八谷市長、㈲中田建設 代表取締役 中田和克さん、
㈱角栄組 代表取締役 柳田修孝さん
後列左から
㈱加島建設 松田 誠さん、㈱大歳組 宮脇新悟さん、田坂伸介さん、
㈲中田建設 中田凌輔さん、㈱角栄組 桑原常之さん

　

戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、
令
和

８
年
度
庄
原
市
戦
没
者
追
悼
式
並
び
に
平

和
祈
念
式
典
を
８
月
19
日
、
み
ど
り
し
ん

き
ん
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
市
民
や
遺
族
な
ど

３
５
２
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
八
谷
市
長
が
「
先
の
大
戦

の
惨
禍
を
直
接
知
る
世
代
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
悲
劇
の
記
憶
や
教
訓
と
先

人
た
ち
か
ら
託
さ
れ
た
平
和
へ
の
願
い

を
、
決
し
て
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
伝
承

す
る
と
と
も
に
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
続

け
る
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使

命
。
緑
ゆ
た
か
な
自
然
と
温
か
い
人
の
絆

が
息
づ
く
こ
の
庄
原
の
地
で
、
誰
も
が
笑

顔
で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

平
和
な
社
会
を
築
き
、
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
小
学
校
６
年
生
の
美び

と
う藤

梨り

の乃
さ
ん
と
政ま

さ
き木
汐し

お
り織
さ
ん
が
「
私
た
ち

は
、
平
和
へ
の
願
い
を
世
界
中
の
人
た
ち

に
届
け
ま
す
。
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

平
和
な
未
来
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
行

動
し
続
け
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
」

と
平
和
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
追
悼
吟
詠
、
ジ
ュ
ニ
ア
合

唱
団
や
ま
び
こ
に
よ
る
合
唱
、
口
和
本
の

会
に
よ
る
朗
読
、
庄
原
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
祭
壇
に
献
花
し
、
２
９
２
３

人
の
戦
没
者
の
御
霊
を
追
悼
す
る
と
と
も

に
、
恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

８
月
22
日
、
道
後
山
高
原
ク
ロ

カ
ン
パ
ー
ク
で
、「
第
27
回
ひ
ろ

し
ま
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
」

を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
総
勢

１
０
０
３
人
の
選
手
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

緑
豊
か
な
道
後
山
高
原
の
自

然
に
囲
ま
れ
た
特
設
コ
ー
ス
を
舞

台
に
、
２
歳
か
ら
89
歳
ま
で
幅
広

い
年
代
の
選
手
が
参
加
。
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
仲
間
や
家
族
か
ら

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を

目
指
し
て
力
強
く
駆
け
抜
け
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
然
の
中

で
気
持
ち
良
く
走
る
こ
と
が
で
き

た
」「
来
年
も
挑
戦
し
た
い
」
な

ど
の
声
も
聞
か
れ
、
道
後
山
高
原

な
ら
で
は
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
、
上
野
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
で
、「
２
０
２
６
年
度

夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な

の
体
操
会
」
を
開
催
し
、
市
内
外

か
ら
６
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
年
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
の
体

操
会
。
今
年
は
全
国
37
会
場
で
実

施
さ
れ
る
体
操
会
の
一
つ
と
し
て

庄
原
市
で
開
催
さ
れ
、
当
日
は
早

朝
か
ら
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
指
導

者
の
動
き
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ジ
オ

体
操
第
一
と
ラ
ジ
オ
体
操
第
二
を

元
気
よ
く
実
施
。
会
場
に
は
爽
や

か
な
朝
の
空
気
の
中
、
笑
顔
と
活

気
が
あ
ふ
れ
、
体
を
動
か
す
楽
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
普

段
は
一
緒
に
体
操
す
る
機
会
の
少

な
い
世
代
も
、
同
じ
会
場
で
体
を

動
か
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

世
代
を
超
え
て
一
緒
に
体
操
を

楽
し
む
こ
と
で
、
参
加
者
同
士
の

交
流
も
深
ま
り
、
健
康
づ
く
り
へ

の
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
早
朝
の

爽
や
か
な
空
気
の
中
、
み
ん
な
で

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
気
持
ち
の

良
い
一
日
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
庄
原
市
優
良
建
設
工

事
施
工
業
者
の
認
定
式
な
ら
び
に

優
良
技
術
者
の
表
彰
式
を
７
月
23

日
、
市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
公
共
工
事
の
品

質
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、
建
設

会
社
の
技
術
力
向
上
を
目
的
と
し

契
約
額
５
０
０
万
円
以
上
の
建
設

工
事
に
つ
い
て
、
品
質
や
安
全
対

策
な
ど
を
評
価
す
る
評
定
点
が
82

点
以
上
（
満
点
１
０
０
点
）
の
施

工
業
者
お
よ
び
技
術
者
を
認
定
・

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
７
年
度
に
完
成
し
た
対
象

工
事
47
件
の
う
ち
、
認
定
基
準
を

満
た
し
た
４
社
を
「
優
良
建
設
工

事
施
工
業
者
」
と
し
て
認
定
し
、

工
事
を
担
当
し
た
技
術
者
５
人
を

「
優
良
技
術
者
」
と
し
て
表
彰
し

ま
し
た
。

　

認
定
制
度
を
創
設
し
た
平
成
20

年
度
か
ら
、
㈱
加
島
建
設
は
４
度

目
、
㈱
大
歳
組
は
10
度
目
、
㈲
中

田
建
設
は
３
度
目
、
㈱
角
栄
組
は

初
め
て
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
谷
市
長
は
認
定
書
と
表
彰
状

を
手
渡
し
「
今
後
も
本
市
建
設
業

の
担
い
手
と
し
て
、
一
層
活
躍
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
そ
の
栄

誉
を
称
え
ま
し
た
。

全国の舞台へ挑戦する選手を激励
全国大会等出場者壮行式（夏季）

生涯
学習課

団
体
試
合
錬
成
（
小
学
５・６
年
生
）

個
人
試
合
錬
成
（
小
学
５・６
年
生
男
子
）

長は

せ谷　

希き
り
ゅ
う琉
（
小
奴
可
小
５
年
）

団
体
試
合
錬
成
（
小
学
５・６
年
生
）

個
人
試
合
錬
成
（
小
学
５・６
年
生
女
子
）

宇う

え惠　

心こ
は
る春
（
小
奴
可
小
５
年
）

個
人
試
合
錬
成
（
小
学
４
年
生
）

木き
し
た下　
　

歩あ
ゆ
む

（
小
奴
可
小
４
年
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会　

第
53
回　

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

（
８
月
20
日
～
23
日
／
山
口
県
山
口
市
）

男
子
３
０
０
０
ｍ

小お

の野　

颯そ
う
す
け佑
（
東
城
中
３
年
）

第
１
０
８
回
全
国
高
等
学
校　
　
　

野
球
選
手
権
大
会

（
８
月
５
日
～
22
日
／
兵
庫
県
西
宮
市
）

宮み
や
の野　

快か

い生
（
鳥
取
城
北
高
３
年
）

松ま
つ
な
が永　

悠ゆ
う
し詩
（
福
山
高
３
年
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会　
　
　
　
　

第
57
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

（
８
月
18
日
～
21
日/

岡
山
県
岡
山
市
）

女
子
団
体
・
女
子
個
人
57
㎏
級

吉よ
し
だ田　

希こ

う柚
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
小
倉
塾
）

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯　
　
　
　
　
　
　
　

全
日
本
少
年
柔
道
大
会

（
９
月
20
日/

東
京
都
足
立
区
）

中
学
生
女
子
の
部

吉よ
し
だ田　

希こ

う柚
（
Ｕ
Ｓ
Ａ
小
倉
塾
）



広報しょうばら／ 2026.9　16 17　2026.9 ／広報しょうばら

  SHISEI  Topics

　市政トピックス 　市政トピックス 

広報しょうばら／ 2026.9　16 17　2026.9 ／広報しょうばら

　

８
月
12
日
に
庄
原
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
で
「
空
き
家
対
策
講
演
会
」
お
よ

び
「
空
き
家
の
無
料
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師
に
一
般
社
団
法
人

あ
き
や
ね
っ
と
庄
原
代
表
理
事
で
司
法
書

士
の
飯い

い
だ田
一い

っ
せ
い生
さ
ん
を
迎
え
、
県
内
か
ら

27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
相
続
登
記
義
務
化
」
や
「
空
き
家

放
置
の
リ
ス
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
空
き

家
問
題
の
解
決
例
に
つ
い
て
約
１
時
間

講
演
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
時
折
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
講
演
会
終
了
後
の
参
加
者
か

ら
は
「
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く

知
れ
て
よ
か
っ
た
。ま
た
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
前
に
申
し
込
み
を
し
た
６

組
を
対
象
に
「
空
き
家
の
無
料
相
談
会
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
相
談
者
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
や
希
望
に
応
じ
て
、
専
門
家
が
相

続
手
続
き
や
空
き
家
の
管
理
・
活
用
に
つ

い
て
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
一
人
で
悩
ん
で
い
た
が
、

相
談
し
た
こ
と
で
、
今
や
る
べ
き
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
声
も
あ
り
、

問
題
解
決
に
向
け
た
具
体
的
な
方
向
性

を
見
い
だ
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
一
般
社
団
法
人
あ
き
や

ね
っ
と
庄
原
と
連
携
し
、
空
き
家
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
空
き
家
問
題

は
、
相
続
や
登
記
、
管
理
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
絡
む
、
複
雑
な
問
題
で

す
。
空
き
家
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
人

　

７
月
22
日
、
市
役
所
本
庁
舎

で
「
不
審
者
対
応
訓
練
」
を
実

施
し
、
市
職
員
47
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

本
訓
練
は
、
不
当
要
求
行
為

な
ど
へ
の
対
策
の
一
環
と
し

て
、
職
員
の
危
機
対
応
能
力
の

向
上
と
庁
舎
内
の
安
全
確
保
を

目
的
に
、
庄
原
警
察
署
の
協
力

を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
庄
原
警
察
署
の
署

員
か
ら
、
不
審
者
へ
の
対
応
方

法
や
さ
す
ま
た
の
基
本
的
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
講
義
を
受
け

た
後
、
刃
物
を
持
っ
た
不
審
者

が
突
然
暴
れ
る
事
態
を
想
定

し
、
通
報
か
ら
避
難
誘
導
、
防

御
ま
で
の
実
践
的
な
訓
練
を
行

い
、
対
応
手
順
を
全
員
で
確
認

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
実
践
訓
練
を
通
じ

て
、
冷
静
に
判
断
す
る
こ
と
や

職
員
間
で
連
携
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
自
身
の
安
全
を
確
保
し
な

が
ら
来
庁
者
の
安
全
を
守
る
た

め
の
対
応
力
を
高
め
ま
し
た
。

　

訓
練
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
は
今
後
の
改
善
に
生
か
し
、

引
き
続
き
来
庁
者
と
職
員
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
に
、
安
全

な
庁
舎
環
境
の
維
持
・
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
一
度
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
「
空
き
家
相
談
会
」
は
11
月

11
日
㈬
に
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で

開
催
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

読書の楽しさを伝える「子供司書」を目指して
「子供司書」養成講座

更生への一歩を、地域の支えで
第76 回「社会を明るくする運動」庄原市推進大会

被爆者の思いを継承
平和啓発セミナー

教育
指導課

地域
共創課

総務課

政策
企画課

総務課

「子供司書」を目指して、熱心に学ぶ児童

自身の経験を基に講演する田岡さん

　

本
市
で
は
毎
年
、
市
内
の
小
学
５
・

６
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
「
子
供
司

書
」養
成
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
子

供
司
書
」
は
、
学
校
や
地
域
の
図
書
館

で
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
、
子
ど
も

の
読
書
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

本
年
は
市
内
６
校
か
ら
19
人
が
受
講

し
、
７
月
18
日
に
第
１
回
目
の
「
全
体
研

修
」
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
者
は
、
日
本

十
進
分
類
法
の
学
習
や
絵
本
の
読
み
語

り
、
ポ
ッ
プ
作
り
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
参
加
し
た
東
小
学
校
５
年
の

藤ふ
じ
も
と本
千ち

さ紗
さ
ん
は
、「
読
み
語
り
を
す
る

時
は
、
体
に
絵
本
を
近
づ
け
る
と
見
や

す
い
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
今
日
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
を
、
学
校
で
読
み
語
り
を

す
る
と
き
に
も
生
か
し
た
い
」
と
話
し
、

今
後
の
活
動
へ
の
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　

養
成
講
座
は
12
月
ま
で
続
き
、
図
書

館
業
務
の
体
験
や
各
学
校
で
の
読
書
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。
活
動
が
認
め
ら
れ

る
と
、
１
月
に
広
島
県
教
育
委
員
会
か
ら

「
子
供
司
書
」
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
23
日
、
庄
原
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
「
第
76
回
『
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
』
庄
原
市
推
進

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
更
生
へ
の
理
解
を
深
め
、
安
全

で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め

の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

開
会
式
で
は
、
古こ

が賀
正ま

さ
あ
き明
広
島

保
護
観
察
所
長
の
代
理
と
し
て
、

松ま
つ
ば
や
し林
初は

つ
え恵
次
長
か
ら
大
会
委
員

長
の
八
谷
市
長
へ
、
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
の
推
進
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
受
刑
者
雇
っ
て
大
丈

夫
？
？
？
」
と
題
し
、
㈱
豊ほ

う
せ
い生
取

締
役
の
田た

お
か岡
晃こ

う
じ二
さ
ん
が
講
演
。

自
身
の
服
役
経
験
や
家
族
と
の
関

わ
り
を
踏
ま
え
、
受
刑
者
の
雇
用

に
伴
う
葛
藤
や
更
生
へ
の
道
の
り

に
つ
い
て
話
し
、
更
生
の
可
能
性

と
支
援
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

空き家の「これから」を専門家と考える
空き家対策講演会・相談会

来庁者と職員の安全を守る
不審者対応訓練

事例を交えながら講演する飯田さん熱心に講演を聞く参加者

さすまたを使った防御を実践 不審者への対応方法を学ぶ職員

　

市
は
、
原
爆
や
戦
争
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和
の
尊
さ

や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
、
平
和
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
８
月
３
日
に
庄
原
市

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
５
日

に
西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で

「
被
爆
体
験
証
言
の
伝
承
講
話
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
被
爆
体
験
伝
承

者
の
藤ふ

じ
い井
文ふ

み
こ子
さ
ん
（
庄
原
会

場
）、
松ま

つ
ば
ら原
一か

ず
ひ
こ彦
さ
ん
（
西
城

会
場
）
が
、
写
真
や
絵
、
当
時

の
広
島
市
の
地
図
な
ど
を
使

い
、
被
爆
者
か
ら
受
け
継
い
だ

原
爆
の
悲
惨
な
状
況
や
、
平
和

へ
の
思
い
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
学
校
の
友

達
や
知
り
合
い
に
、
今
日
の
話

を
少
し
で
も
し
て
い
き
た
い
」

「
被
爆
者
の
年
齢
が
上
が
る
中
、

当
時
を
知
る
人
か
ら
直
接
話
を

聞
き
、
伝
承
し
て
い
く
活
動
は

大
切
だ
と
思
う
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
も
、
戦
争
や
原
爆

に
関
す
る
記
憶
と
平
和
へ
の
思

い
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
た

め
、
平
和
啓
発
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

講演を行う松原さん（西城会場） 講演を聞く参加者（庄原会場）



悩みごと、心配ごと、困りごとなど、
お気軽にご相談を

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 10月20日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 10月８日㈭13時30分～15時30分 西城支所
高野 10月13日㈫13時～15時 高野支所
比和 10月６日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 10月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 10月15日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

西城 10月15日㈭13時30分～15時30分 西城自治振興センター 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 10月15日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ９月25日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 10月13日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 10月６日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 10月14日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 10月２日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 10月16日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係

生活安全相談員

地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

地域共創課
人権・多文化共生係内
庄原市消費生活センター

消費生活相談員ほか

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
地域共創課
人権・多文化共生係
☎0824-73-1154

北 部 地 域
県 民 相 談 室

① 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時15分～12時、13時～16時 広島県三次庁舎第３庁舎１階

三次市十日市東４-６-１

相談員（電話・来所）
北部地域県民相談室
☎0824-62-5522

② 10月８日㈭13時～14時30分
（30分×３枠）

弁護士
※①の相談後、予約可

認知症カフェ

庄原 「これから」
10月13日㈫13時～15時

庄 原 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
10月１日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・情報交換
参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
９月15日㈫14時～15時 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

高野 「ほっとカフェ」
10月16日㈮10時～12時 下高自治振興センター 高野支所市民生活係

☎0824-86-2115

比和 「あしたのカフェ」
10月20日㈫13時30分～15時 あけぼの荘 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001
障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 10月19日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 10月８日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 聴覚 10月20日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 10月20日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

あなたの相談をお受けします妊娠・出産・子育てについて妊娠・出産・子育てについて ●子育て応援課子育てサポート係　☎0824-73-0051
各種相談など とき ところ 備考

妊 娠 ・ 出 産
子 育 て の 相 談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時45分

子育て応援課
子育てサポート係

ほのぼのネット　☎0824-73-0051

家 庭 児 童 相 談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時45分 家庭児童相談専用ダイヤル　☎0824-73-1243

母子健康手帳交付

９月24日㈭
10月８日㈭　９時～16時45分

※事前予約が必要。
※別日を希望される場合は、お問い合わせください。
※持ってくるもの
　▪出産予定日と受診した病院名が分かるもの
　▪マイナンバーカード
　▪振込先口座が分かるもの（妊婦本人の通帳、
　　キャッシュカードなど）

10月１日㈭９時～12時 東城支所

育 児 相 談 10月６日㈫10時～11時40分 庄原保健福祉センター ※事前予約が必要。
※持ってくるもの：母子健康手帳

催　
　

し

こ
ど
も
ま
つ
り

　

家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
、
ふ

れ
あ
い
と
あ
そ
び
体
験
い
っ
ぱ
い

の
お
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
10
月
４
日
㈰　

10
時
～
14
時（
少
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

里
山
の
駅 

庄
原
ふ
ら
り

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局（
子
育
て
応
援
課
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
係
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

第
12
回
庄
原
書
道
墨
友
会
展

と
き　

９
月
24
日
㈭
～
27
日
㈰

10
時
～
18
時

※
27
日
の
み
16
時
ま
で

と
こ
ろ　

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

庄
原
書
道
墨
友
会　

会
長　

平ひ
ら
お
か岡
慶け

い
し
ゅ
う舟

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
６
７
７
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庄
原
市
文
芸
大
会
作
品

　

庄
原
市
文
化
協
会
は
次
の
と

お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品

①
短
歌
（
一
人
一
首
）

②
俳
句
（
一
人
二
句
以
内
）

③
川
柳
（
一
人
二
句
以
内
）

④
現
代
詩
（
一
人
一
編
）

※
自
作
の
未
発
表
作
品
に
限
る

※
複
数
部
門
の
応
募
も
可

応
募
資
格

市
民
お
よ
び
市
内
の
文
芸
サ
ー
ク

ル
・
団
体
・
職
場
・
学
校
に
在
籍

す
る
人

応
募
方
法

【
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
】

は
が
き
に
記
入
し
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

【
現
代
詩
】

黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
使
用
し
、
原
稿

用
紙
へ
楷
書
体
で
記
入
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。（
パ
ソ
コ
ン
原

稿
可
）

※
ど
の
作
品
も
必
ず
縦
書
き
で
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
）を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
さ
れ
た
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。

応
募
先

【
短
歌
・
俳
句
】

〒
７
２
９
‐
３
７
２
２

総
領
町
木
屋
１
０
１
１
番
地

小
島
由
佳
利　

宛
て

【
川
柳
】

〒
７
２
７
‐
０
０
１
３

西
本
町
一
丁
目
22
番
７
号

松
苗　

富
江　

宛
て

【
現
代
詩
】

〒
７
２
９
‐
３
７
２
１

総
領
町
稲
草
２
０
２
８
番
地
１

澤　
　

一
枝　

宛
て

応
募
期
限

10
月
５
日
㈪
必
着

※
11
月
14
日
㈯
に
表
彰
式
を
行
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
事
務
局（
松
苗
）

☎
０
９
０
‐
２
０
９
５
‐
９
０
２
０

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

庄
原
市
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、

新
た
に
空
き
家
が
生
じ
た
住
宅
が

あ
り
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

10
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

受
付
機
関

広
島
県
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組

合　

県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ

（
三
次
市
十
日
市
中
一
丁
目
13
‐
36

グ
ラ
ン
ド
グ
レ
ー
ス
十
日
市
１
０
３
）

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
６
５
７
５

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
で
す

　

国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会

は
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
と

共
同
で
、
毎
年
９
月
21
日
を
「
世

界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
と
定

め
て
お
り
、
こ
の
日
を
中
心
に
世

界
中
で
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
も
、
認
知
症
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
９
月
21
日
を
「
認
知

症
の
日
」、９
月
を「
認
知
症
月
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
９
月
の
期
間

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
認
知
症
の

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
公
用
車
へ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
貼

付
と
、
市
内
図
書
館
へ
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

と
き　
９
月
30
日
㈬
ま
で

と
こ
ろ

庄
原
市
立
図
書
館（
各
地
域
分
館
）

　
ま
た
、
パ
ネ
ル
展
も
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
出
か
け
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き　
９
月
15
日
㈫
ま
で

と
こ
ろ　
東
城
支
所

と
き　
９
月
19
日
㈯
～
25
日
㈮

と
こ
ろ　
市
役
所
本
庁
舎　
　

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
５

コ
テ
ー
ジ
施
設
が
オ
ー
プ
ン

　

帝
釈
峡
ま
ほ
ろ
ば
の
里
キ
ャ
ン

プ
場
内
に
、
コ
テ
ー
ジ
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
も
楽
し
め
る
、
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
を
備
え
た
施
設
で
す
。

予
約
受
付

☎
０
８
０
‐
２
１
２
３
‐
１
４
１
７

（
株
式
会
社
帝
釈
峡
遊
覧
船
）

休
場
日　
毎
週
水
曜
日

（
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の

翌
日
以
降
の
休
日
で
な
い
日

ま
た
、
12
月
～
３
月
は
冬
季
休
業
）

料
金
・
定
員

２
万
４
千
円（
１
棟
／
1
泊
あ
た
り
）

４
人
用
（
定
員
６
人
）

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

令和８年度　自衛官など採用案内
～平和を、仕事にする。陸海空自衛官募集～

　

募集項目 応募資格 受付期間 試験日程

２等陸海空士
（任期制自衛官）

18 歳以上 33 歳未満
※ 32 歳の人は、採用予定月の末日
　現在、33 歳に達していないこと

年間を通じて
受け付け

受付時にお知らせします

防衛大学校学生
（一般）

18 歳以上 21 歳未満
（自衛官は 23 歳未満）
※高卒または高専３年次修了者
　（いずれも見込み含む）

10 月 15 日㈭
まで

１次：10 月 31 日㈯
２次：11 月 27 日㈮～ 12 月２日㈬　※２

防衛医科大学校
医学科学生 18 歳以上 21 歳未満

※高卒または高専３年次修了者
　（いずれも見込み含む）

10 月８日㈭
まで

１次：10 月 24 日㈯
２次：12 月 16 日㈬～18日㈮　※２

防衛医科大学校
看護学科学生

10 月２日㈮
まで

１次：10 月 17 日㈯
２次：12 月５日㈯～６日㈰　※２

第３回
一般曹候補生　※１

18 歳以上 33 歳未満
※ 32 歳の人は、採用予定月の末日
　現在、33 歳に達していないこと

９月１５日㈫
～１１月20日㈮

１次：11 月 29 日㈰～30 日㈪　※２
　　　（Web 試験）
２次： １月９日㈯ ～ 10 日㈰　※２

第３回
幹部候補生

（一般・専門
（陸））　※１

大卒程
度試験

22 歳以上 26 歳未満
※20 歳以上 22 歳未満の人は大卒（見
込み含む）、修士課程修了者等（見込
み含む）は 28 歳未満

９月 25 日㈮
まで

１次：10 月 10 日㈯
２次：11 月 21 日㈯～ 25 日㈬　※２

院卒者
試験

20 歳以上 28 歳未満
※修士課程修了者等（見込み含む）

第３回
幹部候補曹

（陸・海・空）　※１
20 歳以上 33 歳未満

１次：10 月 10 日㈯
２次：11 月 21 日㈯～ 25 日㈬　※２

第２回
医科・歯科幹部　※１

医師・歯科医師の免許を有すること
10 月 22 日㈭
まで

11 月 13 日㈮

第２回　
キャリア採用幹部

（陸上・海上・航空）

大卒以上で、応募資格に定められ
た学部・専攻学科等を卒業後、
２年以上の業務経験を有すること

10 月９日㈮
まで

【陸上】10 月 30 日㈮
【海上】11 月６日㈮・９日㈪　※２
【航空】11 月９日㈪

第２回
技術曹　※１

（陸上・海上・航空）

20 歳以上で国家免許資格を有する
こと

【陸上】10 月 29 日㈭～ 30 日㈮　※２
【海上】11 月６日㈮・９日㈪　※２
【航空】11 月９日㈪

第１回　自衛隊奨学生

大学、高等専門学校等で理学、工学、
文学または法学を専攻しており、正
規の課程を修了する年の４月１日現
在で、26 歳未満であること
大学院（修士課程・博士課程）在学
者は 28 歳未満

11 月７日㈯～８日㈰　※２

※１　採用計画数確保の見込みがある場合は実施しません。　
※２　いずれか１日を指定。

試験日程などは変更となる場合があります。詳しくは自衛隊広島地方協力本部
ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。

問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎ 0824-62-0350

自 衛 隊 広 島 　
地方協力本部
ホームページ

そ
の
他

募　
　

集

おお知らせ知らせInformatioInformationn

広報しょうばら／ 2026.9　20 21　2026.9 ／広報しょうばら



フ
リ
ー 

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
ご
案
内

　
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
で
フ
リ
ー

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し

た
。

　

利
用
時
間
は
、
田
園
文
化
セ
ン

タ
ー
の
開
館
時
間
中
で
、
利
用
は
無

料
で
す
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
有
料
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
は
、
利
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。
ご
自
身
の
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
開

架
エ
リ
ア（
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
含

む
）、
研
修
室
、
ロ
ビ
ー

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
あ
ら
か
じ
め
利

用
規
約
を
確
認・
了
承
の
上
で
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

相
続・
遺
言
に
関
す
る
相
談
会

　

広
島
司
法
書
士
会
で
は
、
相
続
・

遺
言
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
悩
み

を
抱
え
た
人
へ
の
ご
相
談
に
無
料
で

応
じ
る「
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
相

談
会
」を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

と
き

10
月
18
日
㈰　

10
時
～
16
時

電
話
相
談

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

面
談
相
談　
※
要
予
約

と
こ
ろ

広
島
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６

番
69
号
）

面
談
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

相
談
内
容

相
続・
遺
言
手
続
き
全
般

中
小
事
業
者
事
業
継
続・
雇
用

維
持
臨
時
応
援
金
の
申
請
を

受
け
付
け
中

　

本
市
で
は
、
国
の「
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
」
を
活
用
し
、
最
低
賃
金
引

上
げ
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
市
内

事
業
者
に
、
応
援
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

※
申
請
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
い
内
容
は

市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
限

９
月
30
日
㈬
ま
で

支
援
金
額

基
本
額
３
万
円
＋
申
請
時
点
の
従

業
員
数（
雇
用
保
険
法
に
お
け
る

被
保
険
者
数
）
×
１
万
円

上
限
額

20
万
円（
１
事
業
所
あ
た
り
）

対
象
者

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
中
小
企

業
者
・
個
人
事
業
者
・
農
業
者
な

ど①
申
請
日
時
点
で
市
内
に
本
店
・

支
店
な
ど
を
有
す
る
法
人
、
ま
た

は
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
個
人

で
、
営
利
を
目
的
と
し
て
市
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
者
。

②
令
和
７
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告（
法
人
に
お
い
て
は
、
直
近
の

法
人
税
確
定
申
告
）
を
し
て
い
る

こ
と
。

③
個
人
の
場
合
、
年
金
収
入
を
除

く
収
入
の
う
ち
、
主
た
る
収
入
が

事
業
収
入
で
あ
っ
て
、
令
和
７
年

の
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
で
あ

る
こ
と
。

　

法
人
の
場
合
、
前
事
業
年
度
の

事
業
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
で

あ
る
こ
と
。

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
今
後
も
継
続
し
て
市
内
で
事
業

を
営
む
意
思
が
あ
る
こ
と
。

※
他
の
臨
時
支
援
金（
令
和
８
年

度
実
施
）
を
受
け
て
い
る
事
業
者

な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
書
類
の
受
付
窓
口

　

申
請
書
類
の
取
得
お
よ
び
受
け

付
け
は
、
庄
原
商
工
会
議
所
ま
た

は
各
商
工
会
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
郵
送
で
の
受
け
付
け
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◆
所
在
地
が
旧
庄
原
市
内
の
事
業

者庄
原
商
工
会
議
所
（
東
本
町
一
丁

目
２
番
22
号
）

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
１
２
１

◆
所
在
地
が
西
城
・
口
和
・
高
野
・

比
和
・
総
領
の
事
業
者

備
北
商
工
会　

西
城
本
所
・
各
支

所
（
本
所
：
西
城
町
西
城
１
９
７

番
地
３
）

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
９
０
４

◆
所
在
地
が
東
城
町
の
事
業
者

東
城
町
商
工
会
（
東
城
町
川
東

１
１
７
５
番
地
）

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日(

祝
日
除
く)

９
時
か
ら
16
時

（
12
時
か
ら
13
時
は
除
く
）

※
備
北
商
工
会
の
本
所
・
各
支
所

窓
口
に
つ
い
て
は
、
曜
日
に
よ
っ

て
閉
所
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

商
工
振
興
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

第
57
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

（
８
月
18
～
21
日
／
岡
山
県
岡
山

市
）

女
子
団
体

個
人
57
キ
ロ
級

Ｕ
Ｓ
Ａ
小
倉
塾

吉よ
し
だ田　

希こ

う柚
（
大
分
県
宇
佐
中

２
年
・
川
手
町
）

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
全
日
本
少
年

柔
道
大
会

（
９
月
20
日
／
東
京
武
道
館
）

中
学
生
女
子
団
体　

吉よ
し
だ田　

希こ

う柚
（
大
分
県
宇
佐
中

２
年
・
川
手
町
）

九
州
中
学
校
体
育
大
会　
　

第
56
回
男
子•

第
37
回
女
子
九

州
中
学
校
柔
道
競
技
大
会

（
８
月
８
～
９
日
／
鹿
児
島
県
）

女
子
団
体　
優
勝

個
人
57
キ
ロ
級　
優
勝

Ｕ
Ｓ
Ａ
小
倉
塾

吉よ
し
だ田　

希こ

う柚
（
大
分
県
宇
佐
中

２
年
・
川
手
町
）

第
41
回
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
九
州

少
年
柔
道
大
会

（
６
月
14
日
／
大
分
県
）

中
学
女
子
の
部　
準
優
勝

Ｕ
Ｓ
Ａ
小
倉
塾
Ａ

吉よ
し
だ田　

希こ

う柚
（
大
分
県
宇
佐
中

２
年
・
川
手
町
）

中
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

（
７
月
18
日
／
岡
山
県
）

小
学
６
年
生
女
子
組
手　
優
勝

祐す
け
む
ね宗　

さ
ち　
（
板
橋
小
６
年
）

第
64
回
大
分
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会

（
７
月
23
～
24
日
／
大
分
県
）

女
子
団
体　
優
勝

個
人
57
キ
ロ
級　
優
勝

Ｕ
Ｓ
Ａ
小
倉
塾

吉よ
し
だ田　

希こ

う柚
（
大
分
県
宇
佐
中

２
年
・
川
手
町
）

第
31
回
庄
原
市
小
学
校
陸
上

競
技
記
録
会

（
６
月
13
日
／
上
野
総
合
公
園
陸

上
競
技
場
）

【
各
種
目
学
年
別
第
１
位
】

男
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

上う
え
お尾　

悠か
な
た太　
（
庄
原
小
４
年
）

木き

の

と

野
戸
喜き

い
ち一　
（
総
領
小
５
年
）

田た
な
か中　

翔し
ょ
う
ま馬　
（
庄
原
小
６
年
）

男
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル

山や
ま
も
と本　

大た
い
ち智　
（
西
城
小
４
年
）

佐さ
と
う藤　

蒼そ
う
た汰　
（
板
橋
小
５
年
）

速は
や
み見　

浩こ
う
せ
い生　
（
東
小
６
年
）

男
子
80
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

秋あ
き
や
ま山
悠ゆ

う
の
す
け

之
介　
（
庄
原
小
４
年
）

前ま
え
お
か岡　

哲あ
き
と人　
（
庄
原
小
５
年
）

宮み
や
も
と本　

陽ひ
な
た向　
（
板
橋
小
６
年
）

男
子
走
り
幅
跳
び

島し
ま
だ田　

悠ゆ
う
り利　
（
東
小
４
年
）

山や
ま
ぐ
ち口
桜さ

く
た
ろ
う

太
朗　
（
東
小
５
年
）

石い
し
だ田　
　

隼は
や　
（
西
城
小
６
年
）

女
子
１
０
０
メ
ー
ト
ル

澤さ
わ
い井
み
な
み　
（
庄
原
小
４
年
）

青あ
お
や
ま山　

真ま

こ子　
（
永
末
小
５
年
）

鳴な
る
と戸　

美み
お
り織　
（
口
和
小
６
年
）

女
子
８
０
０
メ
ー
ト
ル

横よ
こ
や
ま山　

風ふ
う
か花　

 （
東
城
小
４
年
）

山や
ま
わ
き脇
紫す

み

れ

乃
花　

 （
西
城
小
５
年
）

祐す
け
む
ね宗　

さ
ち　

 （
板
橋
小
６
年
）

女
子
80
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

澤さ
わ
い井
み
な
み　
（
庄
原
小
４
年
）

宇う

え惠　

心こ
は
る春　
（
小
奴
可
小
５
年
）

そ
の
他

田た
な
べ邊
未み

さ

き

彩
希　
（
庄
原
小
６
年
）

女
子
走
り
幅
跳
び

早は
や
か
わ川
菜な

の

は

ノ
葉　
（
東
城
小
４
年
）

宇う

え惠　

心こ
は
る春　
（
小
奴
可
小
５
年
）

田た
な
べ邊
未み

さ

き

彩
希　
（
庄
原
小
６
年
）

男
子
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
（
庄
原
小
Ａ
チ
ー
ム
）

石い
し
は
ら原　

瑞み
ず
き輝　
（
庄
原
小
６
年
）

高た
か
き木　

千ち
は
や颯　
（
庄
原
小
６
年
）

津つ

だ田　

凌り
ょ
う
す
け佑　
（
庄
原
小
６
年
）

田た
な
か中　

翔し
ょ
う
ま馬　
（
庄
原
小
６
年
）

女
子
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
（
東
城
小
Ａ
チ
ー
ム
）

内う
ち
だ田　

紗さ
あ
や彩　
（
東
城
小
６
年
）

田た
が
わ川　

陽ひ
ま
り葵　
（
東
城
小
６
年
）

大お
お
う
ち内　
　

雫し
ず
く　
（
東
城
小
６
年
）

横よ
こ
や
ま山　

愛あ
い
か花　
（
東
城
小
６
年
）

混
成
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー
（
総
領
小
チ
ー
ム
）

山や
ま
さ
か坂　

昊そ

ら良　
（
総
領
小
４
年
）

木き

の

と

野
戸
喜き

い
ち一　
（
総
領
小
５
年
）

上か
み
お
か岡　

珠じ
ゅ
な那　
（
総
領
小
５
年
）

三み
と
お
り
だ

通
田　

健た
け
る　
（
総
領
小
５
年
）

第
61
回
庄
原
市
少
年
少
女　

水
泳
記
録
会

（
７
月
28
日
／
西
城
温
水
プ
ー
ル

水
夢
）

【
各
種
目
第
１
位
】

５
年
男
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

須す

だ田　

瑛え
い
た太　
（
板
橋
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

石い
し
い井　

環か
ん
な菜　
（
東
城
小
５
年
）

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

県
大
会

中
国
大
会

九
州
大
会

全
国
大
会

広告

おお知らせ知らせInformatioInformationn
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花
譜
～
ｋ

花
譜
～
ｋ
ａａ
ｆ
ｕ
～　
　
　

ｆ
ｕ
～　
　
　

花
と
向
き
合

花
と
向
き
合
い
織
り
な
し
て

い
織
り
な
し
て

　

書
道
家
・
坂さ

か
ぐ
ち口
赤せ

き
ど
う道
さ
ん
、
写

真
家
・
浅あ

さ
の野
堅け

ん
い
ち一
さ
ん
、
画
家
・

大お
お
た田
祐ゆ

う
こ子
さ
ん
の
三
人
に
よ
る
作

品
展
示
を
行
い
ま
す
。

と
き　
10
月
３
日
㈯
～
18
日
㈰

９
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷
内

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ａ--

１
フ
ェ
ス
タ

１
フ
ェ
ス
タ　

　

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
摘
み
取
り

体
験
や
キ
ノ
コ
観
察
会
、
キ
ノ
コ

料
理
の
販
売
な
ど
、
キ
ノ
コ
（
ナ

バ
）
三
昧
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
里
山

マ
ル
シ
ェ
と
共
同
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
18
日
㈰　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

里
山
の
駅 　

庄
原 

ふ
ら
り

料
金　

体
験
有
料　

（
観
覧
無
料
）

お
茶
席

お
茶
席

　
庄
原
茶
道
連
盟
の
皆
さ
ん
に
よ

る
お
茶
席
を
体
験
で
き
ま
す
。

と
き

10
月
11
日
㈰　

10
時
～
14
時

Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

Ｂ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ  　
　
　
　

　
　
　
　

Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
＆

Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
＆                        

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
テ
ー
ジ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ス
テ
ー
ジ

　

国
営
備
北
丘
陵
公
園
に
今
年
も

花
火
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！
今

年
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
系
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
Ｄｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉｎ
ｇ

ち
ゃ
ん
♪
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
音
楽
ス
テ
ー
ジ

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

と
き　
10
月
11
日
㈰

17
時
～
20
時

※
花
火
打
ち
上
げ
は
19
時
30
分
～

※
開
場
は
16
時
～

と
こ
ろ　
大
芝
生
広
場

料
金　
入
園
料
無
料

イ
ベ
ン
ト
駐
車
券
２
千
円
／
台

※
車
で
お
越
し
の
人
は
数
量
限
定

の
イ
ベ
ン
ト
駐
車
券
が
必
要
と
な

り
ま
す
。(

前
売
り
有)

※
詳
細
は
こ
ち
ら
▼

（
受
付
は
13
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷　

離
れ

料
金　

５
０
０
円
／
人　
（
お
菓
子
付
き
）

定
員　
50
人
／
日

入
園
料
無
料
日
（
駐
車
料
有
料
）

入
園
料
無
料
日
（
駐
車
料
有
料
）

９
月
21
日（
月
祝
）・
10
月
11
日
㈰
・

18
日
㈰

※
９
月
21
日
（
月
祝
）
は
65
歳
以

上
の
人
に
限
り
入
園
料
無
料

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
８
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

６
年
男
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

岡お
か
も
と本　

涼り
ょ
う
す
け輔　
（
東
小
６
年
）

６
年
女
子
25
ｍ
背
泳
ぎ

前ま
え
お
か岡　

は
る　
（
山
内
小
６
年
）

５
年
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

梅う
め
ず津　

宗し
ゅ
う
ご吾　
（
庄
原
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

田た
な
べ辺　

里さ
と
み海　
（
庄
原
小
５
年
）

６
年
男
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

内う
ち
だ田　

琉る

い生　
（
東
城
小
６
年
）

６
年
女
子
25
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

内う
ち
だ田　

紗さ
あ
や彩　
（
東
城
小
６
年
）

５
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

倉く
ら
も
と本　
　

篤あ
つ
し　
（
高
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

鋳い
な
べ鍋　

佐さ

え江　
（
西
城
小
５
年
）

６
年
男
子
25
ｍ
自
由
形

岡お
か
も
と本　

涼り
ょ
う
す
け輔　
（
東
小
６
年
）

６
年
女
子
25
ｍ
自
由
形

永な
が
た田　

柚ゆ
ず
き葵　
（
板
橋
小
６
年
）

５
年
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

森も
り
た田
晴せ

ら

と

來
斗　
（
東
城
小
５
年
）

５
年
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

田た
な
べ辺　

里さ
と
み海　
（
庄
原
小
５
年
）

６
年
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

坪つ
ぼ
た田　

雄ゆ
う
ま真　
（
東
城
小
６
年
）

６
年
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

永な
が
た田　

柚ゆ
ず
き葵　
（
板
橋
小
６
年
）

５
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

阿あ

べ部　

将し
ょ
う
た大　
（
庄
原
小
５
年
）

５
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

政ま
さ
も
り森　

心こ
こ
な菜　
（
東
城
小
５
年
）

６
年
男
子
50
ｍ
自
由
形

石い
し
だ田　
　

隼は
や　
（
西
城
小
６
年
）

６
年
女
子
50
ｍ
自
由
形

前ま
え
お
か岡　

は
る　
（
山
内
小
６
年
）

５
年
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

小お
が
わ川　

奏か
な
と翔　
（
東
城
小
５
年
）

５
年
女
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

入い
り
え江　

杏あ
ん
な南　
（
東
城
小
５
年
）

６
年
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

速は
や
み見　

浩こ
う
せ
い生　
（
東
小
６
年
）

５
年
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

佐さ

さ

き

々
木
陽ひ

さ
と里　
（
東
城
小
５
年
）

６
年
男
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

久く

ぼ

た

保
田
悠ゆ

う
と斗　
（
庄
原
小
６
年
）

６
年
女
子
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ

前ま
え
お
か岡　

は
る　
（
山
内
小
６
年
）

５・６
年
混
成
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

（
西
城
小
Ａ
チ
ー
ム
）

竹た
け
み
つ光　

寅と
も
や泰　
（
西
城
小
６
年
）

石い
し
だ田　

弥み
や
り麗　
（
西
城
小
５
年
）

鋳い
な
べ鍋　

佐さ

え江　
（
西
城
小
５
年
）

石い
し
だ田　
　

隼は
や　
（
西
城
小
６
年
）

５・６
年
男
子
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

（
東
城
小
Ａ
チ
ー
ム
）

清し
み
ず水　

太た
い
よ
う陽　
（
東
城
小
６
年
）

久ひ
さ
か
わ河　

凌り
ひ
と士　
（
東
城
小
６
年
）

赤あ
か
ぎ木　

総そ
う
ご悟　
（
東
城
小
５
年
）

石い
し
だ田
光こ

う
た
ろ
う

太
郎　
（
東
城
小
６
年
）

５・６
年
女
子
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

（
東
城
小
Ａ
チ
ー
ム
）

藤ふ
じ
い井　
　

紗す
ず　
（
東
城
小
６
年
）

栃と
ち
ぎ木　

彩あ

み実　
（
東
城
小
５
年
）

田た
が
わ川　

陽ひ
ま
り葵　
（
東
城
小
６
年
）

内う
ち
だ田   

紗さ
あ
や彩   

（
東
城
小
６
年
）

１
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

（
東
城
小
Ｂ
チ
ー
ム
）

石い
し
い井　

環か
ん
な菜　
（
東
城
小
５
年
）

森も
り
た田
晴せ

ら

と

來
斗　
（
東
城
小
５
年
）

小お
が
わ川　

奏か
な
と翔　
（
東
城
小
５
年
）

政ま
さ
も
り森　

心こ
こ
な菜　
（
東
城
小
５
年
）

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

９月12日㈯～10月18日㈰まで開催！　
※休園日：月曜（9/21、10/12は除く）、10月13日㈫
９時30分～17時（入園は16時まで）

備北コスモスピクニック備北コスモスピクニック

広告広告

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
９月30日㈬９月30日㈬

■国民健康保険税（普徴）３期
■介護保険料（普徴）４期
■後期高齢者医療保険料（普徴）３期

　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残高確
認をお願いします。

税務収納課収納係☎ 0824-73-1511

おお知らせ知らせInformatioInformationn
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広報日記
表紙は「二十歳を祝う会」をInstagram 風に。久しぶ
りに再会した仲間と笑顔で語り合う姿が、とても印
象に残りました。二十歳を迎えた皆さんが、それぞれ
の夢に向かって歩んでいくことを願っています！

「二十歳を祝う会」の取材では、多くの若者が参加す
る中での撮影でした。声を掛けるのが不安でしたが、
皆さんが快く応じてくださり、素敵な写真を撮ること
ができました。ご協力ありがとうございました。

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

９・10 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室（ロウケツ）
　とき　９月28日㈪　①９時～12時  ②13時～16時
▶展示・イベント・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　10月17日㈯・18日㈰　９時～15時
〇水庄会作品展
　とき　10月２日㈮～18日㈰

☎ 0824-75-4411

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶第 22 回庄原絵手紙大賞作品展示
とき　10月８日㈭～10日㈯　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

人の動き （庄原市の人口） 

令和８年７月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　２９，８９１人（前年比－７３０人）　
男　　１４，３２５人（前年比－３７０人）　
女　　１５，５６６人（前年比－３６０人）
世帯数　１４，５０５世帯（前年比－１４０世帯）
[ うち外国人 ]　人口　６４８人（前年比＋６８人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，０７２人（７，７８０世帯）
○西城地域　　２，６７５人（１，２５７世帯）
○東城地域　　６，１８０人（３，１３５世帯）
○口和地域　　１，５９５人　　（７２２世帯）
○高野地域　　１，３５８人　　（６００世帯）
○比和地域　　１，０００人　　（４９６世帯）
○総領地域　　１，０１１人　　（５１５世帯）

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　９月 28 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　庄原市役所ロビー　
とき　９月 28 日㈪ 17 時 30 分～ 18 時 30 分
ところ　東城支所ロビー

出演者　Ｌｏｓ Ｐｅｐｉｎｏｓ（ロス　ペピーノス）
▶ボーカル　ＫＩＭＩＥ（キミエ）
▶ピアノ　中

な か い
井　知

ち え み
恵美

▶ベース　中
なかむら

村　尚
な お み

美
▶パーカッション／ドラム　末

すえひら
平　英

ひでふみ
史

演奏曲目　Ｓｏｎ ｄｅ ｌａ Ｌｏｍａ、 　　　　　
Ｅｌ ｃｕａｒｔｏ ｄｅ Ｔｕｌａ、Ｍｏｒｉｅｎｄ 
ｃａｆｅ（コーヒー　ルンバ）ほか
▶ＫＩＭＩＥ
　ジャズを中心に、ポップス、ラテン、歌謡曲まで
幅広いレパートリーを持つヴォーカリスト。
▶中井　知恵美
　1998 年にニューヨークに単身赴任し、ラテン音
楽やラテンジャズの分野で音楽活動を行ってきた。
▶中村　尚美
　1999 年に「まつぼっくり少年少女合唱団」のバッ
クバンドとしてニューヨーク国連本部で演奏。現在
は、岡山を拠点に活動中。
▶末平　英史
　広島を拠点に活動するドラマー、パーカッショニ
スト、ドラマ・パーカッション講師。ライブやレコー
ディング、セッションなど幅広い音楽シーンで活動
している。

休日診療のご案内

●東城地域

９月・10月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

　本市の渓流には広島県および庄原市が指定する天然記念物
「ゴギ」( 区域指定、1951･1986 年指定 ) が生息しています。
ゴギは中国地方の山間部、特に標高の高い源流域にのみに生
息するイワナの仲間で、近年、その生態について庄原出身の
愛媛大学大学院生 佐

さ さ き

々木悠
ゆ う と

人さんが調査研究を行っていま
す。
　今回、天然記念物の指定範囲外の「ひろしま県民の森」に
おける渓流域（六ノ原上流部の本流や支流）で、流程（上流
から下流に向かう川の流れ）に沿った個体数や形状変化など
の調査を行い、この流域においてゴギが生息する環境として
のメリットやデメリットを検証し、その結果を論文発表され
ました。
　比和自然科学博物館では、研究成果や当館が所蔵している
標本などをスポット展示にて紹介しています。ぜひ当館へお
越しいただき、庄原の豊かな自然が育む渓流の宝石「ゴギ」
をご覧ください。

【展 示 名】第９回市民研究者チャレンジ企画展示
「幻の渓流魚 ゴギの生息状況調査～庄原の豊かな森が育む渓
流の宝石～」

【展示期間】10 月 30 日㈮まで

【第９回 特別講座】幻の渓流魚ゴギの生態現地講座
	 　　　　　10 月 17 日㈯

　
　令和８年度の公開講座については、比和自然科
学博物館のホームページをご覧ください。

庄
原
東
城

「幻の渓流魚 ゴギ」の生態を知ろう
～スポット展示と公開講座のお知らせ～

比和自然科学博物館　　　　☎ 0824-85-3005

　　　　　　　　　　　　開館：９時～17 時 （年末年始休館）　

▲ゴギ （Hosoya （2013） によれば、 ゴギは頭部まで斑紋があることによって分類

されている。）　

９月20日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
21日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
22日（火）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
23日（水）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
27日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

10月４日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
11日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
12日（月）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
18日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　10 月９日（金） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

10 月

食育コーナー　  

問農業振興課 ☎ 0824-73-1227

　「食農」とは、「食物を育てて、収穫し、食する」というこ
とを実践し、「食」と「農」について学んでいくという取り
組みです。
　市は、「食農教育モデル事業」として、地域の子どもたち
に ｢食および農業｣ の大切さを学習する機会を提供し、地域
の農業、食の安全などへの関心・理解を深める取り組みを支
援しています。
　本年度は市内の小学校 11 校がこの事業に取り組み、米や、
キュウリ・ナスなどの夏野菜、リンゴやブドウなどの栽培・
収穫作業を体験しています。
　小奴可小学校では、地域に伝わる「大山供養田植」の伝統
を学び、継承する活動に取り組んでいます。春には、園児と
の交流も兼ねて田植え体験を行いました。
　当日、子どもたちは素足で田んぼに入り、最初は「ぬるぬ
るする！」「冷たい！」と驚いた声をあげながらも、次第に
慣れ「気持ちいい！」「もっとやりたい！」と笑顔いっぱい
で田植え歌に合わせて苗を植えていきました。園児に「こ
こに植えるよ」「一緒にやろう」と優しく声をかけたり、手
を取りながら教えてあげたりする中で、自然とコミュニケー
ション能力が育まれ、交流が深まる貴重な機会となりました。
　子どもたちは「最初は泥の感触に驚いたけれど、園児と一
緒に伝統の田植えができて楽しかった」「優しく声をかけな
がら教えることで、一緒に活動を楽しめてよかった」「みん
なで協力して植えた苗が、大きく育ってほしい」と、頑張っ
た交流活動と伝統を学ぶ楽しさを振り返りました。

庄原市食農教育モデル事業

▲食農体験を行う子どもたち

おお知らせ知らせInformatioInformationn
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８
月
15
日
、
み
ど
り
し
ん
き
ん
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル
で
「
令
和
８
年
度
庄
原
市
二
十

歳
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
が
対
象
で
、
市
内
在
住
者
と
本
市
出

身
者
２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
八
谷
市
長
を
は
じ
め
来

賓
か
ら
、
二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
へ
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、　

二
十
歳
を
迎

え
た
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
、
堂ど

う
ま
え前
ゆ
き
の

さ
ん
が
「
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
の
ま
ち
に
恩

返
し
が
で
き
る
人
間
と
な
り
、
地
域
の
未

来
に
力
を
添
え
ら
れ
る
存
在
に
な
り
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
元
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

選
手
の
森も

り
さ
き﨑
浩こ

う
じ司
さ
ん
、
中な

か
じ
ま島
浩こ

う
じ司
さ

ん
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ス
タ
ジ
ア

ム
Ｄ
Ｊ
の
貢く

ど
う藤
十と

う
ろ
く六
さ
ん
が
「
そ
れ
ぞ

れ
の
二
十
歳
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
庄
原
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

二
十
歳
を
祝
う
会
コ
ラ
ボ
企
画
「
庄

原
“
リ
ン
ク
”
同
窓
会
」
を
開
催
し
、

１
０
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

司
会
に
、
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
公
認

“
リ
ン
ク
”
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
末す
え
い井
櫻さ

く
ら
こ子

さ
ん
を
迎
え
、
軽
快
な
ト
ー
ク
や
抽
選

会
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。
参
加
者

は
、
ス
イ
ー
ツ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
再
会
し
た
同
級
生
と
の
談
笑

や
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
で
の
記
念
撮
影
な
ど
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
、
市
内
で
、
八
谷
市
長
と

横よ
こ
た田
美み

か香
広
島
県
知
事
が
課
題
や
政
策

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
「
県
・
市
町

連
携
会
談
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
談
に
先
立
ち
、
八
谷
市
長
と
横
田

知
事
は
、
国
定
公
園
帝た

い
し
ゃ
く
き
ょ
う

釈
峡
と
帝
釈
峡

博
物
展
示
施
設
「
時じ

ゆ
う
か
ん

悠
館
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
帝
釈
峡
で
は
、
昨
年
の
落
石

事
故
以
降
、
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る

雄お
ん
ば
し橋
ま
で
の
遊
歩
道
を
現
地
で
確
認
し
、

現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
帝
釈
峡
観
光
ホ
テ

ル
別
館
「
養よ

う
こ
う
そ
う

浩
荘
」
に
移
し
、
観
光
、

林
業
振
興
、
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
を
テ
ー
マ
に
、

県
と
市
の
職
員
を
交
え
て
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
談
を
終
え
、
横
田
知
事
は
「
庄
原

市
と
と
も
に
、
多
様
な
資
源
の
有
効
活

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

八
谷
市
長
は
「
県
と
役
割
分
担
し
な
が

ら
、
地
域
の
発
展
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

二十歳の節目を仲間と祝う
令和８年度庄原市二十歳を祝う会・庄原ファンクラブ“リンク”同窓会

県市トップがテーマ別に意見交換
県・市町連携会談

帝釈峡を視察する八谷市長（左）と横田知事（中央）

息の合ったトークで会場を盛り上げる３人 ふるさとへの感謝を胸に、謝辞を述べる堂前さん
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